
　

大
阪
市
の
19
年
度
公
営
・

準
公
営
企
業
会
計
決
算
を
審

議
す
る
市
議
会
決
算
特
別
委

員
会
が
５
日
開
か
れ
、
日
本

共
産
党
の
井
上
浩
議
員
が
、

大
阪
市
の
水
道
料
金
が
他
都

市
と
比
べ
て
安
い
理
由
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

業
や
浄
水
場
整
備
で
安
定
供

給
体
制
を
築
い
て
い
る
こ
と

な
ど
に
あ
る
と
答
弁
。
大
阪

市
の
水
道
事
業
が
府
域
全
体

の
水
道
の
基
盤
強
化
に
貢
献

す
る
だ
け
で
な
く
、
他
府
県

の
水
道
事
業
体
と
も
連
携

し
、
技
術
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

井
上
氏
は
、「
大
阪
市
は

政
令
市
で
も
一
番
安
価
で
、

大
阪
市
で
自
給
自
足
し
て
い

る
」
と
指
摘
。
他
の
事
業
体

と
の
連
携
や
技
術
支
援
が
で

き
る
の
も
「
政
令
市
の
財
源

　

大
阪
市
の
水
道
水
１
立
方

㍍
当
た
り
の
コ
ス
ト（
給
水

原
価
）は
18
年
度
決
算
で
１

２
９
円
16
銭
。
東
京
都
や
給

水
人
口
１
０
０
万
人
以
上
の

政
令
市
12
市
の
平
均（
１
７

２
円
40
銭
）と
比
べ
43
円
24

銭
、
府
内
42
市
町
村
の
平
均

（
１
７
５
円
27
銭
）と
比
べ
46

円
11
銭
安
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
要
因
に
つ
い
て
市
水

道
局
は
、
大
阪
市
の
水
道
事

業
は
１
８
９
５（
明
治
28
）年

に
始
ま
り
、
９
回
の
拡
張
事

と
権
限
が
背
景
に
あ
る
か
ら

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
大
阪
市
が
廃
止
さ

れ
水
道
事
業
が
府
の
仕
事
に

な
り
、
他
府
県
へ
の
支
援
や

現
在
の
料
金
体
系
を
維
持
で

き
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

と
し
、「
大
阪
市
の
水
道
事

業
が
果
た
し
て
い
る
役
割
こ

そ
、
大
阪
市
廃
止
の
道
理
の

な
さ
を
示
し
て
い
る
」
と
力

説
し
ま
し
た
。

　

ま
た
井
上
氏
は
、
大
阪
湾

の
埋
め
立
て
地
・
夢
洲（
ゆ

め
し
ま
）へ
の
カ
ジ
ノ
を
核

と
し
た
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｉ
Ｒ
）誘
致
を
め
ぐ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
で
米
国
の
カ
ジ
ノ
事

業
者
の
経
営
が
悪
化
し
、
大

阪
進
出
の
見
通
し
も
な
い
と

指
摘
。
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
前
提
に

し
た
夢
洲
の
基
盤
整
備
や
地

下
鉄
延
伸
な
ど
を
予
定
通
り

進
め
れ
ば
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
こ
と
に
な
る
と
警
告

し
ま
し
た
。

大
阪
市
議
会
決
算
特
別
委 

井
上
浩
議
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説

政
令
市
一
安
い
水
道
料
金

大
阪
市
廃
止
に
道
理
な
し

井上浩議員

shikai
テキストボックス
(2020年10月18日付大阪民主新報)


